
教育学研究科（教育学専攻）の概要と変遷 

高知大学教育学部 

 

令和6（2024）年3月で廃止となった教育学専攻には，28年にもわたる歴史があり，585名

の高度な専門性を持った人材を輩出してきた。本資料では，教育学専攻およびその前身であ

る教育学研究科の概要と変遷を記す。 

 

教育学研究科は平成8（1996）年に学校教育専攻及び教科教育（国語教育専修，理科教育

専修，美術教育専修，保健体育専修，家政教育専修）が開設され，平成10（1998）年に教科

教育（社会科教育専修，音楽教育専修，技術教育専修）が追加開設され，平成14（2002）年

に教科教育（数学教育専修，英語教育専修）追加開設された。入学定員も，23名，33名，40

名と推移していったが，その後30名となった。 

 

教育学研究科開設当初の教員構成は以下の通りである。（註 設置申請書時の人数） 

⚫ 学校教育専攻（教授7名，助教授7名，兼任3名） 

⚫ 教科教育（国語教育専修（教授4名，助教授3名） 

⚫ 理科教育専修（教授4名，助教授8名） 

⚫ 美術教育専修（教授4名，助教授4名，兼任1名） 

⚫ 保健体育（教授6名，助教授2名，兼任2名） 

⚫ 家政教育専修（教授4，助教授3名，兼任3名） 

⚫ 社会科教育専修（教授5名，助教授7名） 

⚫ 音楽教育専修（教授4名，助教授3名） 

⚫ 技術教育専修（教授3名，助教授2名，兼任2名） 

⚫ 数学教育専修（教授3名，助教授4名） 

 

平成20（2008）年，高知大学大学院が総合人間自然科学研究科に統合されたことによっ

て，教育学研究科は教育学専攻となった。この改組にともない，学校教育専修は学校教育コ

ースと特別支援教育コース，教科教育専修は授業実践コースとなった。入学定員は30名であ

る。 

 

平成26（2014）年度からは，特別支援教育コースに，短期履修プログラムが高知県教育

委員会の協力の下，開設された。高知大学大学院の特別支援教育コース短期履修プログラム

については，原則，小中学校教員にあっては「発達障害等指導者実践講座」修了者（修了予

定者含む）又は「発達障害等指導者ステップアップセミナー（アドバンスコース）」修了者，

県立学校教員にあってはこれらと同等の特別支援教育に関する知識・技能を有すると認め



られる者に受験資格が与えられるものであり，高知県の教育課題のひとつである特別支援

教育の質向上の役割を果たすためにつくられた。 

 

教育学専攻の教員構成 

平成22（2010）年度には72名の教員が在籍したが，令和元年度には60名となっている。

平成30（2018）年度には，教育学専攻の教員5名が，更に翌年には1名が教職高度化専攻に

移籍している。 

以下は，設置時の教員構成と2019年時点の教員構成を比較したものである。 

 

学校教育専攻   → 学校教育コース 

（教授7名，助教授7名，兼任3名） →（教授3名，准教授2名，講師4名，助教1名） 

 

→ 特別支援教育コース 

→（教授2名） 

教科教育専攻    → 授業実践コース 

国語教育専修（教授4名，助教授3名） →（教授1名，准教授3名） 

理科教育専修（教授4名，助教授8名） →（教授4名，准教授1名，講師3名） 

美術教育専修（教授4名，助教授4名，兼任1名））→（教授3名，准教授2名，講師2名） 

保健体育（教授6名，助教授2名，兼任2名）→（教授2名，准教授1名，講師2名） 

家政教育専修（教授4，助教授3名，兼任3名）→（教授1名，准教授1名，講師1名） 

社会科教育専修（教授5名，助教授7名）→（教授4名，准教授1名，講師1名） 

音楽教育専修（教授4名，助教授3名） →（教授2名，准教授2名，講師2名） 

技術教育専修（教授3名，助教授2名，兼任2名）→（教授1名，講師1名） 

学校教育特別支援授業実践教育学専攻 

数学教育専修（教授3名，助教授4名）→（教授2名，講師2名，助教1名） 

英語教育専修（教授3名，助教授1名，講師1名）→（教授1名，講師1名） 

 

教育学専攻の就職先 

教育学専攻の就職先は教職が最も多かった。表２は教育学専攻の大学院生の進路先を教

職，進学，教職以外に分類したものである。（なお，現職派遣教員の就職先も含めている。）

教育学専攻の就職先の63％が教職であり，進学が3％，教職以外の就職先が34％となってい

る。教職以外の就職先には，教職を再受験する数も含めているため，おおよそ70％ぐらいが

教職関係であると考えることができる。 



 

 


